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質
問　

子
育
て
世
帯
へ
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

は
ど
う
か
。

　

答
弁　

昨
年
８
月
に
支
給
し
た
、

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

に
お
い
て
、
対
象
者
１
４
６
人
中

「
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
家
計
が

急
変
し
た
」
と
し
て
給
付
申
請
が

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
伺
っ

て
い
る
。

　

質
問　

市
の
た
め
に
な
る
の
な

ら
、「
陸
前
高
田
し
み
ん
エ
ネ
ル

ギ
ー
か
ら
電
力
を
購
入
し
た
い
」

と
い
う
市
民
も
い
る
。
一
般
家
庭

へ
の
販
売
予
定
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

本
年
７
月
か
ら
販
売
に

向
け
た
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

運動公園内こども広場工事中の新庁舎と下和野市営住宅

72
件
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
子

育
て
世
帯
全
般
に
お
い
て
影
響
が

あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。
子
育
て

世
帯
へ
の
新
た
な
負
担
軽
減
策
と

し
て
、
ひ
と
り
親
世
帯
や
障
が
い

者
が
同
居
す
る
世
帯
の
保
育
料
お

よ
び
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無

償
化
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
制
服

リ
ユ
ー
ス
事
業
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
目
指

す
。

　

質
問　

子
育
て
世
帯
へ
の
各
種

事
業
周
知
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

昨
年
11
月
か
ら
家
庭
児

童
相
談
室
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
開
設
し
て

い
る
。
登
録
人
数
41
人
、
相
談
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
数
は
２
月
末
現
在
で
、
延

べ
２
３
０
０
件
を
超
え
て
い
る
。

現
在
こ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
各
種
施
策

の
周
知
も
実
施
し
て
い
る
が
、
さ

ら
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
検
討
し

て
い
く
。

し
み
ん
エ
ネ
の
現
状
は

　

質
問　

昨
年
末
か
ら
本
年
１
月

に
か
け
て
電
力
卸
売
市
場
の
電
力

価
格
が
高
騰
し
た
。
同
市
場
か
ら

電
力
を
購
入
し
て
い
る
「
陸
前
高

田
し
み
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
へ
の
影

響
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

影
響
は
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。
今
後
、
安
定
的
な
電
力

取
引
方
法
の
採
用
を
検
討
す
る
ほ

か
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
や
太
陽
光

等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
自
主
電
源
の
確
保
に
よ

り
、
電
力
市
場
に
依
存
し
な
い
体
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子
育
て
世
帯
で
コ
ロ
ナ
は

　
　

全
般
に
お
い
て
影
響
が
あ
っ
た

公
共
施
設
の
維
持
管
理
は

当
面
は
大
改
修
な
く
市
債
減
少

　

質
問　

こ
の
20
年
間
を
振
り
返

っ
て
の
財
政
指
標
の
推
移
は
ど
う

か
。

　

答
弁　
地
方
債
残
高
は
平
成
15

備
さ
れ
、
市
勢
発
展
に
寄
与
し
た

一
方
で
、
市
債
残
高
が
増
加
し
て

財
政
が
硬
直
化
し
て
い
っ
た
。
し

か
し
、
被
災
し
た
公
共
施
設
の
復

旧
に
つ
い
て
は
、
国
の
復
興
財
源

を
活
用
し
て
お
り
、
現
在
は
新
た

な
借
り
入
れ
は
行
っ
て
お
ら
ず
、

最
小
限
の
地
元
負
担
で
短
期
間
で

再
建
し
た
。
公
共
施
設
の
維
持
管

理
費
は
一
定
程
度
発
生
す
る
が
、

年
度
末
の
約
１
７
４
億
円
を
ピ
ー

ク
に
お
お
む
ね
右
肩
下
が
り
に
推

移
し
、
令
和
元
年
度
末
で
は
約

１
１
９
億
円
と
な
り
、
55
億
円
減

少
し
て
い
る
。
公
債
費
比
率
は
21

・
３
％
か
ら
10
・
６
％
に
、
実
質

公
債
比
率
の
数
値
も
改
善
さ
れ
て

き
て
い
る
。各
種
財
政
指
標
等
改

善
の
要
因
は
、震
災
前
よ
り
抜
本

的
な
経
費
削
減
を
継
続
し
て
積
み

重
ね
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　

質
問　

公
共
施
設
の
維
持
管
理

費
に
つ
い
て
、
１
９
７
０
年
代
の

社
会
教
育
施
設
、
そ
の
20
年
後
の

リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
よ
る
観
光
施
設

の
整
備
の
財
源
は
起
債
だ
っ
た
。

し
か
し
現
在
、
市
債
は
増
え
て
い

な
い
だ
け
に
、
以
前
と
違
っ
た
展

開
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

こ
こ
数
十
年
で
、
70
年

代
に
市
民
体
育
館
等
の
社
会
教
育

施
設
、
90
年
代
に
タ
ピ
ッ
ク
45
や

海
と
貝
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等
が
整

長
期
的
視
点
で
見
た
場
合
、
大
規

模
改
修
は
当
面
発
生
し
な
い
。

新
た
な
借
り
入
れ
は
行
わ
な
い
事

業
実
施
で
あ
り
、
平
成
15
年
度
時

点
と
異
な
る
現
状
に
あ
る
。

分
収
林
の
現
状
は

　

質
問　

分
収
林
の
現
状
は
。

　

答
弁　

契
約
は
矢
作
、
横
田
、

気
仙
町
を
中
心
に
約
４
千
件
、
約

８
３
０
組
織
、
面
積
は
約
２
８
０

０
㌶
で
あ
る
。

　

質
問　

分
収
林
の
売
却
処
分
は
。

　

答
弁　
市
場
流
通
は
回
復
傾
向

に
あ
る
。
今
後
も
入
札
を
基
本
と

し
つ
つ
、
入
札
で
の
売
却
が
困
難

な
場
合
は
、
随
契
契
約
や
委
託
販

売
に
よ
り
売
却
を
進
め
る
。

　

質
問　

地
域
共
生
社
会
の
構
築

に
向
け
た
到
達
状
況
と
課
題
は
。

　

答
弁　

地
域
支
援
事
業
に
お
け

る
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
し

て
、
地
域
支
え
合
い
活
動
推
進
事

業
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

の
協
力
を
得
て
進
め
て
い
る
。
市

重
視
し
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
学

習
の
成
果
を
実
感
で
き
る
よ
う
授

業
改
善
に
努
め
る
。
学
力
・
学
習

調
査
お
よ
び
教
育
・
心
理
検
査
の

活
用
に
お
け
る
課
題
は
、
両
調
査

の
結
果
か
ら
学
力
と
教
育
・
心
理

検
査
と
の
相
関
関
係
を
よ
り
明
確

に
し
、授
業
改
善
を
よ
り
推
進
し
、

子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

陸前高田市の子どもたちの様子（市教委発行）

内
11
地
区
中
、
８
地
区
で
協
議
体

が
設
置
さ
れ
、
地
域
内
の
資
源
把

握
や
課
題
抽
出
に
取
り
組
み
、
地

域
の
目
指
す
姿
の
共
有
や
意
識
の

統
一
を
図
っ
て
き
た
。ま
た
、資
源

の
見
え
る
化
と
し
て
、
支
え
合
い

マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。
令
和
元
年

度
か
ら
は
交
通
に
関
す
る
検
討
を

協
議
体
の
場
を
活
用
し
て
行
っ
て

い
る
地
区
が
複
数
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
高
齢
者
の
生
活
支
援

等
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
整
備
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
成
果
指
標
を
移
し

て
い
く
時
期
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
新
年
度
か
ら
は
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を
見

直
し
、
市
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
１
人
、
各
コ
ミ
協
を
３
エ

リ
ア
に
分
け
て
３
人
配
置
し
、
包

括
的
な
支
援
体
制
を
目
指
す
。

学
力
調
査
の
分
析
は

　

質
問　

令
和
２
年
度
の
標
準
学

力
調
査
の
状
況
、
ま
た
、
学
力
・

学
習
調
査
お
よ
び
教
育
・
心
理
検

査
の
活
用
に
つ
い
て
の
課
題
は
。

　

答
弁　

小
学
生
を
対
象
と
し
た

標
準
学
力
調
査
か
ら
分
か
る
児
童

の
学
習
状
況
は
、
高
学
年
の
算
数

に
お
い
て
全
国
比
が
や
や
低
い
傾

向
に
あ
る
が
、
国
語
、
算
数
を
全

体
的
に
見
た
場
合
は
、
お
お
む
ね

全
国
水
準
と
同
等
と
捉
え
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
子
ど

も
た
ち
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、

周
囲
の
友
だ
ち
と
共
に
考
え
、
学

び
、
新
し
い
発
見
や
豊
か
な
発
想

が
生
ま
れ
る
よ
う
、
学
習
内
容
を

地
域
共
生
社
会
の
構
築
は

　

包
括
的
支
援
体
制
を
目
指
す 大和田 加代子

 （碧　い　風）

藤倉　泰治
 （日本共産党）

畠山　恵美子
 （とうほく未来創生）


